
発行にあたって 
日清オイリオグループでは、昨年まで「環境報告書」を発行し、植物資源を活

用する企業として地球環境問題への取り組みや考え方についてご報告して

まいりました。 

このたび日清オイリオグループは、経営理念や社会へのコアプロミスの観点

からも、環境の側面だけでなく、広く社会的および経済的な側面において日

頃から積み重ねてきた取り組みについてもご報告することが、企業が社会に

対して果たすべき責任（ＣＳＲ）に結びつくものであると考え、その活動を「Ｃ

ＳＲ報告書」としてまとめることにいたしました。今回はその第１号になります。 

 

編集方針 
●目的 

この報告書は、お客様、取引先様、株主・投資家の皆様、従業員、社会・環

境など、日清オイリオグループを支えてくださるさまざまなステークホルダーの

皆様に、当社が社会的責任についてどう考え、どのような取り組みをしている

のかについてご報告することを目的としています。 

●構成 

この報告書は、日清オイリオグループの事業内容等についてご紹介したあと、

特集として、当社が力を入れている中鎖脂肪酸関連のさまざまな取り組み、

ならびに海外での事業展開について取り上げています。また、当社が掲げる

CSRのテーマや推進体制、ステークホルダーごとの取り組み内容をご紹介

いたします。 

●報告範囲 

パフォーマンスデータについては、日清オイリオグループ株式会社を報告対

象範囲としておりますが、CSRに関する取り組みについては、海外を含むグ

ループ企業の活動も掲載しております。 

●報告対象期間 

2005年4月1日～2006年3月31日 

＊一部、これ以外の期間における取り組みが含まれる場合があります。 

●参考ガイドライン 

この報告書は、GRI*の「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」、

環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」、「事業者の環境パフォ

ーマンス指標ガイドライン（2002年度版）」を参考に作成しております。 

*Global Reporting Initiative ：CSR報告書のガイドライン作りを使命とするNGOで、オラ

ンダに本部を置き、UNEP（国連環境計画）の公認協力機関です。   

●発行 

2006年6月 
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日清オイリオグループ株式会社   
取締役社長 
 

日清オイリオグループのＣＳＲ 
 

　近年、企業の社会的責任（ＣＳＲ：Corporate Social 

Responsibility）に対する取り組みがクローズアップされてき

ていますが、企業にとってのＣＳＲは、その企業を取り巻くステ

ークホルダーから期待されることによって、それぞれ異なってく

るものだと思っています。 

　日清オイリオグループにおけるＣＳＲとは、一言で言えば、「あ

らゆるステークホルダーからの期待に応えること」です。すな

わち、「顧客、株主、従業員、社会・環境」を始めとする、あらゆ

るステークホルダーとの関わりを重視し、法的な責任を果たす

ことはもちろん、安心できる・安全な商品・サービスを安定的に

ご提供しながら、環境問題に取り組み、社会貢献活動や情報

公開を推進していくことであり、１９０７年の創立以来、一貫し

て取り組んできたことでもあります。私どもがステークホルダー

との関係を大切にし、ご期待に応えてきたことで、これまで事

業を展開してこられたものと考えております。 

　日清オイリオグループの経営理念は、企業価値を追求し、

その最大化を通じて、人々や社会・経済の発展に貢献すること、

「おいしさ・健康・美」の追求をコアコンセプトとする創造性、

発展性ある事業を展開すること、そして社会の一員としての

責任ある行動を徹底することであり、この経営理念の実現そ

のものがＣＳＲに対する取り組みに結び付くものです。

私どもの主体的な取り組みにより、あらゆるステーク

ホルダーからのご信頼やご共感をいただくことで、企

業の持続的な発展と企業価値の向上を目指してま

いります。 

 

事業フィールドの広がり 
 

　日清オイリオグループは、無限に広がる「植物のチ

カラ」を当社独自の技術で最大限に引き出しながら、

お客様が「あったらいいな」と思う商品やサービスを

市場に先駆けて創り、健康的で幸福な「美しい生活」

（Well-being）をご提案し、創造し続けていきたいと

考えています。 

　例えば、中鎖脂肪酸には「体に脂肪がつきにくい」

だけでなく、「エネルギーになりやすい」特長があります。

私どもはここに着目して、日本オリンピック委員会の

オフィシャルパートナーとして、アスリートに食生活の

面からサポートを行なうなど、元気な方々により元気

になっていただくご提案をする一方、高齢者や介護

を必要とされる方々への栄養補給の研究を進めてい

くことは、日清オイリオグループのＣＳＲの一環です。 

 

トップコミットメント 
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　また、私どもが事業を展開している中国を始めとする東アジ

アでは、今後の人口増加により、ますます食糧供給が逼迫す

ることが予想されます。東アジアで「安心できる・安全な商品・

サービス」をご提供する事業を拡大させていくことも、大事な

使命と考えています。 

　こうした私どものＣＳＲへの取り組みは、当社グループを取り

巻く環境や、活動するフィールドの広がりによって、変化してい

きます。経営理念のもと、活力ある事業活動を強い責任感を

持って推進していく人材を育成・確保していくための様々な施

策や、株主・投資家の皆様に私たちの活動をお知らせする方

法も、絶えずより良いものに変えていくことが必要です。今後

とも、ステークホルダーとのコミュニケーションを強化し、ご期

待に応えてまいります。 

 

２００５年度の取り組み 
 

　２００５年度は、日清オイリオグループのＣＳＲ基本方針を制

定し、全社的な展開や全従業員への浸透をよりスピーディに

推進するため、ＣＳＲ委員会を設置しました。また、ＣＳＲ活動展

開における主たるステークホルダーを「顧客、株主、従業員、

社会・環境」と定め、これに基づき、ＣＳＲに対する６つの今日

的な重点取り組みテーマとして「企業倫理、安心できる・安全

な商品・サービスの安定的な提供、適切な情報開示、人材の

尊重と活用、社会・環境活動、安全・防災活動」を選定しまし

た。この６つのテーマは、当社グループの持続的発展、企業

価値向上の基盤をなすもので、より戦略的なＣＳＲへの取り組

みを実践するために、当社グループらしさを意識しながら、ステ

ークホルダーのご期待にお応えする視点で選定したものです。 

　もちろん、日清オイリオグループのＣＳＲに取り組む主体は、

当社グループを構成する全ての会社の役員・従業員です。全

員がＣＳＲに対する取り組みの基本方針、重点取り組みテー

マを十分に認識し、一人ひとりがそれぞれの分野で積極的に

社会的責任を果たしていくことが重要です。そのために、ＣＳＲ

の行動指針として位置付けた「日清オイリオグループ行動規範」

の小冊子を常に全員が携帯し、ＣＳＲを意識した活動を行うよ

うに努めてまいります。 

 

今までも、これからも 
 

　２００７年３月に創立１００周年を迎える日清オイリオグループ

は、今までもあらゆるステークホルダーとの関わりを密にしなが

ら、企業の社会的責任を果たしてまいりました。 

　日清オイリオグループのＣＳＲの取り組みは、体系化されて

からも歴史が浅く、まだまだ不十分であると認識しております。

これからも、さまざまなステークホルダーの皆様とのコミュニケ

ーションを通じて、ＣＳＲを基軸とした経営を推進してまいります。 

現状での取り組みの進捗状況について本レポートを作成し、

ご報告申し上げます。皆様の忌憚のないご意見・ご感想をお

寄せいただくとともに、より一層のご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 
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